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ごあいさつ 建設委員長 沓名昭二
本龍寺の本堂を再建する発議から一年が経ちまし

た。和泉町各組より選出された委員を中心とした建
設委員会が発足し会議を重ね、慎重審議の末、建設
業者と建設案を決定するに至りました。皆さまの温
かいご支援に感謝申し上げる次第であります。
新本堂は耐震性に優れ、浄土真宗の建築美に溢れ、
使い勝手の良い建物になっており、皆さまに必ず喜
んで頂けると確信しております。住職を始め役員一
同、誠心誠意、事業完遂に邁進していく所存です。
尚、これから浄財をお願いすべく役員がお伺い致

します。何とぞご賢察、ご協力を賜りますよう、伏
してお願い申し上げます。
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魚津社寺工務店

ごあいさつ 住職 樋口祐慈
和泉町各組長様のご協力により建設

委員会が立ち上がり、檀信徒の皆さま
の当趣旨へのご理解ご賛同を賜って、
本堂再建の話し合いが着々と進んでお
ります。あらためてここに感謝申し上
げます。業者が決まったことから、今
後事業の進捗に合わせた最新情報をお
知らせすべく広報誌をお届けします。
加えまして、いよいよご懇志のお願い
が始まります。厳しい経済状況とは存
じますが、ご理解ご協力のほどを謹ん
でお願い申し上げます。



ご懇志のお願い
厳しい経済状況の中、誠に恐縮でございますが、数百年に一度の大事業となり

ます本堂建設のために、格別なるお力添えとご懇志を賜りますよう、あらためて
お願い申し上げます。

◎ 目標額 … 3億円〔内、本堂単体建設費2億3千万円〕
◎ 平成28年5月中旬ごろより組別の役員が各ご家庭にお伺いしますので
奉加帳に金額等のご記帳をお願いします

◎ ご進納は、あいち中央農協･安城南支店か碧海信用金庫･和泉支店への
お振り込みでお願いします

◎ お振り込みは一括の他、3回までの分割でも結構です

※ご懇志をご進納された方には、賞典〔記念品〕を贈呈致しますとともに
お名前を末永く広く掲示させて頂きます

株式会社 魚津社寺工務店
～ 設計施工業者紹介 ～

代 表 代表取締役社長 魚津忠弘
〃 会長 魚津源二

創 業 大正10年
所在地 名古屋市中川区西日置2-12－20
理 念 日本古来の伝統技と最新技術との

調和・数々の経験と研究から生ま
れた耐震対策・息長い日本文化の
建造物を後世に残すこと

実 績 社寺仏閣の建築を専業に設計施工
名古屋城本丸御殿復元工事施工→
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後方図〈西面〉

あ・と・が・き
建設委員会内に広報
委員会が設置され、事
業の最新情報やお知ら
せ等を逐次公開してい
くことになりました。
また、皆さま方よりの
ご意見ご要望の窓口に
なればとも存じます。
どうぞよろしくお願い
致します。 〈雅〉

※上記図は初期案で細部は委員会で検討中です

床面積 419.251㎡〔126.82坪〕


